
　農畜産物直売所「四季菜広場」が４月 25 日、より充実した品ぞろ

えの直売所へリニューアルオープンしました。

　持続可能な農業の実現に向けた起爆剤とすべく、売り場面積を約 2.2

倍に拡張。地元の農畜産物の充実はもちろん、精肉、鮮魚コーナーの

拡充、焼き立てで提供できるパン売り場やイベント広場などの新設に

もこだわりました。また、新居浜産の米をよりおいしく食べてもらえ

るよう、玄米の状態で専用保管庫に保存し、購入した人がその場で、

好みに応じて精米できるようにしました。将来的には、地元農産物を

使ったスムージーやアイスクリームの販売も検討しています。

　「地域の『食』は地域の『農業』で守る」を基軸に、生産者には作っ

て売る喜びを、消費者には買って食べる喜びを、スタッフには元気で

働く喜びを、感じてもらえる直売所を目指します。

　ジェラテリア Ghiro は、別子山の自然の豊かさを実感できるジェ

ラートを販売しています。

　新鮮なイチゴや地鶏の産みたて卵など、他の地域ではなかなか味

わえない別子山の食材をふんだんに使用。「たまごアイス」をはじめ

とするメインメニューのほか、ブルーベリーやサツマイモ、栗といっ

た旬の特産物を使った季節のジェラートも人気です。今後新たに、七

福芋を使ったジェラートも販売する予定です。

　別子山は寒暖差が大きく、甘味、うまみ、香りの強い新鮮な野菜が

できるのが魅力。ジェラートを味わってもらうことで、そういった農

産物のＰＲにもつなげています。ゆくゆくはジェラートにとどまら

ず、標高 700m 以上の畑で農薬・化学肥料を使用せず栽培された「天

空のじゃがいも」を使ったドレッシングなどの販売も考えています。

農林水産課　☎ 65-1262

　市では、新居浜産の農畜産物、水産物、それらを使用した加工品を一定量取り扱う直売所や
量販店、小売店、料理飲食店、宿泊施設などを、市長が地産地消協力店として認定しています。
協力店７事業所 13 店舗（４月末現在）の中から、四季菜広場、Ghiro の２店舗を紹介します。

JA えひめ未来　四季菜広場
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田所町３-63　☎ 31-0181

別子山甲 336（４～ 11 月の土日営業）
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㊤ JA えひめ未来の岡部成彦組合長  ㊦四季菜広場イメージ図
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